
令和７年度ふくしま創生・人口戦略
の取組状況について

令和７年９月８日
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令和７年度は「ふくしま創生総合戦略(R7～R12)」の初年度であり、地方創生・人口減少対策を戦略的に進めていくことが極めて重
要である。県民や市町村、企業、団体、女性・若者などあらゆる方々と「連携・共創」し、「地域の多様性」を最大限に引き出しながら効果
的な施策を展開していく。

１．部局横断による連携・共創 ：横断的取組を戦略的に推進するため、「ふくしま創生・人口戦略ＷＧ」の下、「戦略
重点プロジェクト」を設定し、地方振興局も含め、全庁的に連携して事業執行、今
後必要な施策を検討。

２．地域特性を踏まえた連携・共創：地域の状況を詳細に分析することも重要であり、アンケート等により関係者からも
丁寧に意見聴取を行う。

３．官民による連携・共創         ：人口減少への危機感を共有し、県全体で地方創生・人口減少対策に連携して取
り組む基盤「官民連携・共創チーム」を立ち上げる。学生等と連携して地域や企業
が抱える課題を把握し、解決策等を検討するとともに、活動を広く発信。

令和
７年度
の進め方

令和７年度「ふくしま創生・人口戦略」の進め方 （令和７年４月24日「ふくしま創生・人口戦略本部会議」決定）

≪庁内の推進体制≫

3.官民による連携・共創1.部局横断による連携・共創 2.地域特性を踏まえた連携・共創

地域別(７地域)のデータ収集・分析 6～9月

○ 過去10年分の人口動態関係データや各地域別の将
来人口推計等の収集・分析を、県内７地域（県北、県
中、県南、会津、南会津、相双、いわき）を対象に行う。
○ R8以降の事業構築・推進に資する分析を実施し、
GPS位置情報データやアンケート等を収集・活用しながら、
地域ごとの統計データ等の分析をさらに深掘りしていく。

ふくしま創生・人口戦略本部会議
（本部長：知事 、 構成員：各部局長・振興局長）

ふくしま創生・人口戦略ＷＧ 【50課室＋各地方振興局】
（座長：復興・総合計画課長）

戦略重点プロジェクト

4月立上げ

ふくしま創生・人口戦略有識者会議

○ 産官学金労言士の幅広い意見や、女性・若者の視点を
取り入れ 「ふくしま創生総合戦略」に基づく取組の評価や助
言をいただく。
○ より広い観点で議論するため、令和7年度から15名体制に
拡充。

データ等を利活用したEBPMによる事業構築、戦略的・効果的な情報発信を行う

人口減少対策加速化事業（各地方振興局）

○ 県内7地域それぞれの課題を踏まえ、7地方振興局が
「地域ならでは」の強みを生かし、市町村や地域の企業等
と連携・共創しながら人口減少対策に取り組む。
○ 効果的な事業は、ふくしま創生・人口戦略WGで全庁
的に共有し、地方振興局間や、本庁事業への展開などを
促す。

地方振興局連携PT（地方振興局+関係課）

ひと・暮らしPT しごとPT 人の流れPT

テ
ー
マ

①地域愛着形成
②女性活躍推進
③多文化共生・
外国人活躍

➃魅力ある職場
づくり

⑤働く場の創出

⑥若者移住促進
⑦ふくしまとの
つながりづくり

≪データの利活用≫

4月開催済

⑴キックオフミーティング 7月16日

内容
○ 設立趣旨・行動宣言 ○ 基調講演（人口減少問題有識者）

○ パネルディスカッション 等を予定

⑵ワーキングチーム、活動報告会

内容

○ 県内大学生等が中心となり、各地域の市町村、企
業、団体等とチームになって、企業訪問等のフィールド
ワークを行い、官民が連携して課題を把握し、解決策
等を検討する。
○ ワーキングチームの活動報告を行うとともに、官民連
携による活動等を通じて生まれた好事例を紹介する。

≪官民連携・共創チーム≫

9月~

89



女性活躍推進地域愛着形成

① ともに輝くふくしまライフスタイル推進事業
・「固定的な性別役割分担意識」を解消するため、職場や家庭にお
ける令和時代の生活様式への理解増進及び意識啓発を実施する。

65,933千円

③ 不妊治療総合支援事業
・こどもを持ちたいと望む方で不妊治療を必要とする方が、安心して治療を受けるこ
とのできる環境を整えるため、県立医大生殖医療センターの診療体制強化、不妊治
療費の助成及びセミナーの実施による不妊治療と仕事の両立支援を促す。

292,910千円

④ 『感働！ふくしま』魅力ある職場づくり促進事業 150,394千円

・働く女性向けのセミナーと個別相談窓口設置により女性のキャリアアップを支援す
るとともに、企業内担当者向けに働き方改革や女性活躍を進めるための実践的なセ
ミナーを開催する。

・女性活躍や仕事と生活の両立に積極的に取り組む企業を認証し、その企業に対し奨
励金を給付し、取組を後押しする(「えるぼし・くるみん」の取得も支援）。

⑤ ふくしまを創る若者のプラットフォーム構築事業 42,810千円

・学校・地域間の連携強化を図り、地域人材等と協働する取組を支援し、伴走者
のICT教材化を進めるとともに、高校生の郷土理解を促進し、将来的に福島を
担う人材を育成する。

その他の取組

・総合的な学習の時間に、地域学習や地域防災学習等、地域の人々と交流して
地域について学ぶ機会を設けている(教育庁)。

・YouTubeチャンネル「ふくしま探究の種」を開設し、福島で活躍するロール
モデルの共有や、それを活用した教材の作成、授業を実施している(教育庁)。

⑥ 民間企業等の若手社員の交流推進事業
(結婚・子育て応援事業の一部)

26,341千円

新

新

新

多文化共生・外国人活躍

① 多文化共生推進事業 22,928千円

・オンライン日本語教室の開催や地域住民とやさしい日本語による防災教室の開催な
どにより「やさしい日本語」の普及促進等に取り組む。

・日本語教室における課題の聞き取りや市町村での日本語教室の立ち上げ支援を行う。

その他の取組
・特定技能の外国人向けに、介護施設への就労支援（マッチング支援）を実施
(保健福祉部)。

・高校入学者選抜で外国人枠を設け、外国人向けの試験を実施(一部の学校の
み)(教育庁)。

⑦ 「地域のたから」民俗芸能総合支援事業 20,340千円

② ふくしま子ども自然環境学習推進事業 13,379千円
・県内の子どもたちを対象に、尾瀬で行う質の高い環境学習
を推進し、生物多様性の重要性や自然との共生に対する意
識の醸成を図り、豊かな自然環境を次世代に継承していく。

③ ふくしまグリーン復興推進事業 26,473千円

④ 地域学校協働本部事業 170,219千円
・学校と地域の連携・体制づくりを進めるとともに、地域と学校の協働活動の支援
等を通して自立的な地域コミュニティの再生を図る。

・地域でのボランティア活動など、学校、地域、家庭が一体となり学習活動を行い、
地域の人との交流を通じて愛着形成を図る。

② 外国人材雇用サポートデスク運営事業
(多様な人材活用促進事業の一部)

12,455千円

・外国人材活用のため、企業向け相談窓口、セミナー及び合同企業説明会の実施に加
え、伴走支援を一体的に行うサポートデスクを常設する。

新

令和７年度「戦略重点プロジェクト」の主な取組状況（ひと・暮らし）

①魅力あふれる保育環境づくり支援事業 11,632千円

・こどもの遊びを通じた保育の質の向上を図るため、園庭等の
環境改善を行う補助事業や施設による事例発表会、ワーク
ショップを実施する。

②女性活躍・働く世代の健康づくり推進事業

・プレコン出前講座等の各種セミナーを通じて県内事業所における
女性の健康づくり等のヘルスリテラシー向上を図ったうえで、女
性の健康づくりや働きやすい職場づくりに取り組む事業所に対し、
奨励金の交付やメディア等を通じた広報などを行う。

76,499千円

ふくしま子ども自然
環境学習推進事業の様子

補助事業で整備した
のびのび学園の砂場の様子

ふくしまプレコン
セミナーの様子

とも家事ふくしま
フェスタの様子新

・県内の民間企業・団体等と連携し、若手社員の出会いの場を創出するために、企業
等の団体が自ら企画する婚活イベントの経費補助や、企業の意向を踏まえたオー
ダーメイドの出会いの場の提供のほか、若者向けの共通の趣味をテーマとした交
流イベントの開催を実施。

・民俗芸能団体への公演機会の提供や、各団体の実情に応じた支援等により民
俗芸能の継承を図り、地域住民の絆の維持やふるさとへの誇りの醸成を図る。

・自然公園の魅力向上や周遊促進等により、子どもを含めた県内外の人々に福
島の豊かな自然を知ってもらい、自然保護意識の醸成と適正利用を促進する。
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魅力ある職場づくり 働く場の創出

① 『感働！ふくしま』魅力ある職場づくり促進事業(再掲) 150,394千円
・働く女性向けのセミナーと個別相談窓口設置により女性
のキャリアアップを支援する。

・女性活躍や仕事と生活の両立に積極的に取り組む企業を
認証し、認証を取得した企業に対し奨励金により取組を
後押しする(さらなるステップアップとして「えるぼし・
くるみん」の取得も支援）。

・トイレ、休憩室の改修や就業規則の改定費用の一部を補
助し、働きやすい職場環境づくりを支援する。

① 女性活躍オフィス立地促進事業 30,100千円

・県内における女性の定着を促すため、県内外の企業(情報通信業、学術研究・専
門技術サービス 等)が県内に新たにオフィス等を設置し、県内在住の女性等を
雇用する場合の費用の一部を支援することで、女性の「働く場」を創出すると
ともに、県内産業の活性化を図る。

⑧ 起業・新事業創出支援事業 216,392千円

③ 女性活躍・働く世代の健康づくり推進事業(再掲) 76,449千円

・プレコン出前講座等の各種セミナーを通じて県内事業所における女性の健
康づくり等のヘルスリテラシー向上を図ったうえで、女性の健康づくりや
働きやすい職場づくりに取り組む事業所に対し、奨励金の交付やメディア
等を通じた広報などを行う。

② 介護のしごと魅力発信事業 61,690千円
・女性や若年層の県内就職・定着に向け、高校生向け映像発信やマッチング
サイトの制作・運営等を通じ、介護のしごとの魅力を発信するとともに、
介護の職場への就職を支援する。

② 地方拠点強化推進事業 1,100千円
・企業の移転に係る経費の一部を支援し、本社機能移転の促進および地元雇
用の創出を図る。

③ ふくしま型農業DX推進事業 219,935千円
・スマート農業技術の実証から普及、情報発信等の農業ＤＸ
を推進することで、経営の規模拡大や安定化を図るととも
に、経験が浅くても農業に取り組みやすい環境を整え、新
規就農者の確保に繋げる。

④ 健康経営トータルサポート事業 46,996千円
・健康経営の取組開始から発展・維持期まで、事業所のすべての取組段階を
支援するパッケージ事業を構築することで、健康経営に取り組む事業所の
継続的な増加と取組の充実を図り、女性を始めとする働く世代の健康増進
や、企業価値の向上による人材の県内定着・地域経済の活性化を目指す。

⑤ 建設DX推進事業 69,000千円
・建設業における長時間労働の是正及び業務の効率化など働き方改革を進め
るため、電子納品保管管理システムの改修や公共土木施設の各種情報を一
元化するデータベースの構築、及びバックオフィス導入に向けた支援を行
う。

新

新
新

新

拡

拡

拡

新

⑥ 県立学校入学者選抜ＷＥＢ出願事業 102,080千円
・県立高等学校及び県立特別支援学校高等部における入学者選抜の出願手続
きについて、WEB出願システムを導入することにより、出願手続きに係
る保護者、教職員等の負担軽減を図る。

新

④ チャレンジふくしま「ロボット産業革命の地」創出事業
484,334千円

拡

⑤ ふくしまとともに創る医療機器生産促進事業 163,496千円新

⑥ 航空宇宙産業集積推進事業 156,184千円
・コーディネーターの設置、サプライチェーン構築支援、
県内大学等と企業の連携、認証取得支援や各種研修、設
備導入補助、航空宇宙フェスタ開催、商談会出展支援等
を実施し、航空宇宙産業の育成・集積を図る。

⑦ 再エネ関連産業産学官連携・販路拡大促進事業 298,407千円

・再エネ関連産業育成・集積支援機関を核として、関係機関と連携を図りな
がら、新規参入から研究開発、事業化、海外展開も含めた販路拡大までを
一連の施策として展開し、再エネ関連産業の育成・集積を図る。

令和７年度「戦略重点プロジェクト」の主な取組状況（しごと）

ロボット・航空宇宙
フェスタふくしまの様子

『感働！ふくしまプロジェクト』
のロゴマーク

ドローンによる直播の様子

・起業前から起業後の各ステージに応じて、個人事業主から大学発ベン
チャー、スタートアップまで一貫して支援する創業支援体制を整備するこ
とにより、県内に起業が次々と生まれ着実に成長していく『スタートアッ
プの地ふくしま』の創造を目指す。

・県内企業と大学発ベンチャー企業等とのマッチング、競争力強化支援、米
国展開支援、ＩＴ関連企業等の新規参入促進などにより、医療関連産業の
育成・集積を図る。

・ロボットや要素技術の研究開発、メードインふくしまロボットの導入助成、
ロボットフェスタの開催他、社会実装に向けた実証試験、海外販路拡大、
事業者間連携体制構築への支援を行いロボット関連産業の育成集積を図る。

※1,100千円の他、本社機能移転を促進するの補助金として300,000千円を計上
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若者移住促進 ふくしまとのつながりづくり

① ふくしま若者Uターン促進プロジェクト
35,000千円

・首都圏に在住する本県出身の若者を対象に、大規模交流会等の開催やオンライ
ンコミュニティの運用により、本県と関わる機会の提供やＵターン潜在層にお
けるコミュニティの形成等を図り、将来的なＵターンを促進する。

② 人の魅力が人を呼び込む関係人口連鎖事業 25,571千円

① チャレンジふくしま戦略的情報発信事業 456,552千円
・首都圏で市町村等と連携したふくしまフェスタの開催や、首都圏でのイベン
ト実施時には周辺の駅の広告を福島県で統一するエリアジャックプロモー
ションを実施するなど、福島県に興味関心を持ち続けてもらうために様々な
媒体を通じて数多くのコンテンツで情報を発信する。

③ 避難地域への移住促進事業 1,353,181千円

・12市町村に全国から移住者を呼び込むため、首都圏、仙
台、大阪でのセミナーや移住体験ツアーを実施するとと
もに、移住費用の支援として、移住支援金と起業支援金
の給付などを実施している。

・令和7年度から地域定着支援として移住者同士の横断的
なネットワークの構築を目的として交流会も実施予定。

④ ふくしまアート新発見事業 19,491千円
・大ゴッホ展に向けた機運を醸成するとともに、県内にある美
術館や博物館などを気軽に訪れ、直接アートに触れる機会を
創出する。

・観光団体や商工団体等に協力を要請し、地域に周遊してもら
えるよう連携しながら取り組む。

④ パラレルキャリア人材共創促進事業 47,438千円

⑥ ふくしまぐらし住宅提供事業 69,000千円

② 「転職なきふくしまぐらし。」推進事業 134,399千円
・個人を対象に県内でのテレワークとくらし体験の支援や、首都圏企業を対象と
した地域体験・滞在型テレワーク機会の提供等を通じて、本県のテレワーク環
境の魅力発信と地域と個人・企業との継続的な関係性を構築し、将来的な移住
に結びつける。

その他の取組
・水郡線などのローカル線の利自活用を促すイベント等を実施(生活交通課)
・地域おこし協力隊が地域に定着してもらえるような支援を実施(地域振興課)
・大学生に地域集落に入ってもらい、提案してもらった事項を実践して過疎中
山間地域の活性化につなげる取組を実施(地域振興課)。

・声楽アンサンブルコンテストを毎年開催している(文化振興課)。

⑤ 農業でふくしまぐらし支援事業 70,475千円

・地域（産地）における移住就農者の受入体制の強化及び就農時の初期経費
の負担軽減を支援する。また、地域における移住就農希望者の確保を促進
するために、首都圏で移住就農相談会やお試し体験を開催する。

（２）受入環境整備

（１）連携・交流 （１）情報発信

（２）体験創出
新拡

拡

新

〇各ポータルサイトでの情報発信
(例)

・福島県移住ポータルサイト「ふくしまぐらし」(ふくしまぐらし推進課)
・ふくしま『ご縁』ポータルサイト(企画調整課)

令和７年度「戦略重点プロジェクト」の主な取組状況（人の流れ）

・「福が満開、福のしま。」福島県観光復興推進委員会として
観光産業の更なる観光振興に向け、ふくしまDCをはじめとし
た官民一体となった施策の取組やプロモーション活動を展開
する。

③ 観光関連団体連携推進事業 680,255千円

写真
プレDCの様子

ふくしまプレＤＣ
オープニングセレモニーの様子

移住体験セミナーの様子

アートウォーキングの様子

・本県への移住を検討している若者や就労サポート機関の支援等を受けて本
県へ就職した若年単身者に対して、県営住宅の空き住戸を一定期間低廉な
使用料で提供する。

・福島との関係性が薄い層をターゲットとして、地域キーパーソンと連携した首都圏
セミナーや県内ツアーを開催するとともに、地域キーパーソンと連動した効果的な

情報発信を行い、福島県の魅力を発信することで新たな関係人口の創出・拡大を図る。

・様々な課題を抱える県内事業者と首都圏等の副業人材や企業にマッチング
し、地域課題の解決を通じた関係人口の拡大を図る。
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⚫ 令和７年３月に策定した「ふくしま創生総合戦略」に基づき、７地方振興局が各地域の課題を踏まえ、その地域なら
ではの強みを生かし、市町村や地域の企業等と連携・共創しながら人口減少対策に取り組む。＜１５事業１.４億円＞

南会津

９．南会津「ワカモノ」ピッチ事業
10．コネクト・みなみあいづ！

プロジェクト
11．南会ドローン中学校

会津

７．人口減少対策事業
８．会津３F（Fun Fan Festa）

プロジェクト

県北

１．若者のふくしま県北魅力体験事業
２．県北で進める!働き方改革促進事業

県中

３．県中地域「しごと」×「移住・定住」推進
事業～県中地域を知って、体験して。

県中地域に住んで、働いて 。～
４．企業×学生×地域ときめき出会い創出事業

～一人ひとり自己実現する県中地域へ
「進取果敢」～

県南

５．首都圏からの移住推進＆就職先
マッチング支援事業

６．しらかわ“ならでは”の
「関わりびと・巡りびと」創出事業

12．相双地域の地域資源再発見事業
13．相双地域人材確保支援事業

いわき

相双

14．『若者・女性に伝わる』 企業の
魅力発見・発信事業

15．“合宿”による若者と地域のつな
がりづくり推進事業

令和７年度人口減少対策加速化事業

産学官連携によるキャリア探
求事業における企業見学の様子

婚活イベントにおける夏リフト
乗車体験の様子

南会ドローン中学校
開校式の様子

相馬野馬追×「信長の野望出陣」
のブース出展時の様子

大学自転車部の合宿時における
企業交流会の様子

移住イベントにおける
移住相談の様子

県北で進める！働き方改革促進
事業における伴走支援の様子
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➢ 若者の意見も聴きながら、４年目を迎える「感働！ふくしま」プロジェクトについて、産
業別の取組との連携を強化し、一体的に推進。

➢ 中小企業に対する付加価値向上・生産性向上支援を強化。

➢ 地域の稼ぎ、日々の暮らし、担い手の拡大を意識したイノベ構想の推進。

➢ 「ふくしまポータル」の積極的な活用。県公式HP等による情報発信の強化。

➢ 「関係人口の創出」に向けた部局連携による取組の検討。

➢ 「ひと・暮らし」「しごと」「人の流れ」の各分野において、それぞれの地域課題や特性
を踏まえ、様々な主体と「連携・共創」した取組を推進。

令和８年度「戦略重点プロジェクト」の取組の方向性（たたき台）

➢ 発達段階(年齢区分)に応じた文化・スポーツ・自然体験、学校、職場それぞれでの地域愛着
形成に資する取組を推進。

➢ 家庭、学校、地域における女性活躍推進につながる取組（とも家事 等）を継続し、職場等
と連携した健康づくりを更に推進。

➢ 外国人の増加に対応し、多文化共生の取組と、外国人雇用に係る取組を両輪で推進。

ひと・暮らし

しごと

人の流れ

地方振興局連携

⚫「ふくしま創生総合戦略」に掲げる「ひと・暮らし」「しごと」「人の流れ」の各
分野において、部局連携のもと、以下の取組について検討を進める。
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